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論文内容要旨
 原発性膵癌は近年その増加著しい点で注目される癌腫であるに拘らず・最も病理学的研究に乏
 しい分野にある。近年特に糖尿病と膵病との関係,あるいは膵癌の糖代謝に及ぼす影響等,時に
 は膵癌の発生原因にもつながる問題が漣目を浴びるようになったが,その照果関係を説崩する統
 一的見解に欠けている。著者徽それらを明らかにする目的で原発性膵癌81剖検佛を検索し,第
 1編ではこれら症例の搬的事項につ巻主として病理解剖学的に展望し・第2編では膵癌剖検例
 中生前に糖尿病の発現した例,及び膵癌の経過中に糖尿を認めた例,計12例につ恥て,その発
 塗機序に検討を加え・次の成績を経た。
 第一編原発性膵癌の病理学的碩究
 1)一般的察項:頻度は本学病理学教室に於ける胎児を除く剖検9600例中6e例(約
 0・8%)で,この閥に於ける癌腫剖検434嘆例中の約4、5%にあたる。これ1を1950年を境
 として前期と後期にわけてみると,それぞれ56%及び5,2%となめ著しい増加である。死亡時
 平均年令は男子55オ・女子59オであ齢・性第は男性54例・女性27例となっている。発生
 部位別にみると頭部癌48例,{梶部癌54例,部位決定不能2例で朋らかに頭部原発癌が多い。
 2)病理組織学的事項:儲自ら組織像を検索し得た膵癌74例につき,組織発生学的に分類
 すると導管癌58例,腺房癌9例穿帰臨決定不能の癌4例となる。しかし個々の症例につ恥て仔
 細に検討ずると多様な組織像を示し,特に終末導管から発生したと見倣されるものがあ抄,これ
 らは明らか友腺腔形成{象と共に・更に腺房細脚;あるいはラ氏島細胞に類脚)形態をとることが
 あぢ,退形成額となるとムチカル,ミγ染色も陰性なので,遜管上及由来か或いは腺房細胞由来
 かの鑑別は必ずしも容易でない。その他聞らかなチモーゲソ顆粒を持つ腺暦細胞癌とラ氏島細胞
 類似の小細胞性癌の併存:する混合型も認められている。導管癌の中には腺類癌の像を示す8例が
 含まれており,.扁平上皮癌の組織像を示すものでも,広範にわたり詳細に検索すると,いずれか
 の部に腺癌の{象を認めることが多レ、o帰属決:定不能の5例はいづれも小型細胞癌であった。うち
 ≦例は蕪麦細胞癌様の形態を示す紡錘形細胞癌で、,飽の4例はラ疑島細胞癌かと思われたが確証
 はなかった。これらの所見から機能的・あるいは形態学的分化を示し,発生母組織構成細胞に類
 似を求められるものでない限う,終末愚管上皮ジ膿瘍中心緬胞縛.腺房細胞及びヲ氏麟から発生す
 る癌腫の組織発生学的な鑑別診断は極めて園難なことを知った心5)転移:膵癌は1緯異な形懇を
 尉纐様鞭牲を伴死とが多く・こ噂実は鄭鰭癌聴し隔蕪強靱増隼輝
 く軽度のものから高度のもの遙・量的旺鼠賊艘駆馴し漕騒聡転移舳雛蹴移8銚幽
 肝転移型H1・肺転移型H2・遠隔転移型Hβとし・雨着の成績を対挑レ《みる彰,津・遠隔性転移を
 示すものは概して闘質量の乏しい型に多く,叉局勝的浸潤にとyまるものは甲殻駕闘質量に露費
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 と願う相関関係の存在することを認め傳た。次に血行性転移と瞭蕩の発生部位との閥には有意の
 差を認めていない。原発瞳蕩から周囲への浸潤は勿論腫瘍発生の位置が関係し,特に癌挫腹膜突
 に移行するものは耀部癌に多レ・o臓器転移を頻高の1順にあげると肝(65%),肺(55%)
 42指腸(25%)と;なり,リソノミ節転移では傍膵部(54%),ついで復復膜(48%),肝
 門(52%),腸間膜(51%),胸腔内リソバ節(26%),の順であった。合併症としての
 愈栓症は16例{20%)に認められ,そのうち門脈血栓形成が最も多く9例,次栖で総腸骨静
 脈5例,腸間膜静脈2例,肪動脈2例の順となった。これらの中には腫瘍栓塞の混存:することが
 比較的多く,叉踵蕩部位,組織型等との聞には特に関係をみていない。
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 第2編原発性膵癌と併発糖尿病との関係
 膵癌に糖尿を併発した窪2例を,al)膵癌発生以前から糖尿病の存:在したもの,b)膵癌発症
 と同時又は膵癌症状の経過中糖尿が持続し,糖尿病と診断し簿たもの,G)膵癌経過中一時的に
 糖尿を認めたが糖尿病と診断し縛なかったものの5者に分け,検討を加えた結果次のような成績
 を徳た。1)糖尿病を群発した膵癌の死亡時平均年令は男子56オ,女子57オで40オ以下一
 の例はない02〉糖尿発見霞ナ叉は血糖測定等により確実に糖尿病と診断された呂より死亡迄の
 期間は,併発糖尿病では悪難腫瘍を併わない糖尿病に比較して著しく短い。5)全例家族歴には
 糖尿病素図を認めていない。従って膵癌に併発する糖尿(病)と糖尿病素圃とは必ずしも関係し
 ない。4)…著老の検索例中には糖尿病:が膵癌発生に先行したことを確認し得るものはなかった。
 §)糖尿病鍵((a},勧)ではいづれも頭部,及び頭体部に癌腫を認め,これが体尾部に渉夢広く
 浸潤蔓延し,そのためラ氏島の破壊消失傾殉が著しかった。そのうち1例ではや～膵実質の残存
 を多く認めたが,それらの残存組織に高慶の炎症性細胞浸潤を認め,それがラ氏島内に匙波及し
 て恥た。即ち糖尿病の併発は二次的に惹起された膵線維症のみでは成立せず,癌腫の浸潤に併う
 ヲ長1島の破壊等,不可i逆性と思われる変化が主役を演ずるものと考えられる06)一過性糖尿例
 の場合(頭部癌2例体罵.部癌嘆例)膵実質の破蟻領域の広さ犬では説関し得嵐舶この種の糖尿発
 生には一蒔醜悪牲輝炎の経過,もしくは駐,腎その飽内分泌系麟暴と関係するものx如く思われ
 るが,形態学的に確かなことはいえない07)縢癌組織型との関係についてみれば,糖尿病併発
 例はいづれも導管癌であり,一趨性糖尿例では導管癌2例っ腺房癌1例となっている。即ち膵癌
 の組織型と糖尿病発生との聞に直接の関係を認め徳ないが,糖尿病例の如く膵にびまん性に浸潤
 する傾晦をもつのは灘管癌の特徴であることから,関係的に糖尿病発生に関係すると考えられた。
 弓)ラ氏島の硝子様変性は.全例に鋤られず・叉縦細胞・β細胞の比には特に有意の差を認めて
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 審査結果の要旨
 原発性膵癌は近年最も著しい増加乞示しづつある癌腫のTつであるにか玉わらず,その病還学
 的研究は意外に少なく,又本症と膵性糖尿病との関係についても不開の点が多々ある。著者はこ
 れらの点を解明するため原発性膵癌の81剖後側を蒐集,検索したものである。
 第1編では膵癌の病理解.剖学的変化をくわしく記載し,第2編ではこれらの症遡のうち・糖に
 生前糖尿病の見られたもの及び膵癌経過中に糖尿をみた12盤例について,その発生機序に険討
 を船えた。
 膵癌では臨床症状をはじめ、癌腫の人体に与える影響が腫瘍発生位置によって異るので霞傷自
 体の増殖・伸展態度,、組織型,及び両者の開鑿並びに転移等との関係については不鯛の、藍が多い。
 著者は肉眼的に非腫瘍部組織の変化を考慮し乍ら・膵内癌巣の拡がり方を5型に別け,組織型に
 よりある程農癌巣伸展様式を異にすることを見織した。著者は叉組織発生を考慮し乍ら組織像を
 険討しているが,従来の組織発生学的分類でいう湧謂導管癌、腺房癌,ラ比島癌の他に終末導管
 由来を、思わせる癌腫の存在することを認め,独目の組織分類規準を提示している。膵癌の所見と
 転移との関係については屡々随伴する特異な瘢痕様間質結合織に着属して検索の結果,遠隔性転
 移を営むものは概して間質結合織に乏しく,局所的浸潤に『とどまるものは結合織に窟むという事
 実を見出している。
 糖尿病と膵癌との関係については資料を&)膵癌発症以前に糖尿病があったもの,b)膵i癌発
 症後に糖尿病と診断し傳たもの.O)膵癌経過中に一・時的にせよ糖尿を認めたもの,の5群にわ
 けて病理解剖学的に穣討を舩えているが,著奮の症例中には糖尿病が癌発生に先だつて存在した
 と推定されるものは見られていなレ・。膵癌発症後に糖尿病を来した痘…{列では癌腫が膵全域にわた
 り浸潤蔓延して,ラ城島が大部分破壊消失していることを確め・単なる聞質結合織増殖のみでは
 ラ氏島は寧ろ肥大,増殖することが多く,糖尿病を来すに至らぬことを闘らかにした。又一週蟹〉
 糖尿例では,糖尿の発生は癌腫による膵破壊領域のみでは説明し徳ず}{幽の因子をも考慮せねば
 ならぬことを指摘しているっ
 著者のこれらの所見はいづれも病理学上重視すべきものである。
 したがって本論交は学位を授与するに価値あるものと判定する。
 璽2.9一
 }ト
/
です
 .尊し
 裟r・、
ま
 灘..
